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平成２２年度 ふるさと思いやり基金事業報告 

 
 みなさまにおかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
日頃より、当町の町づくりに格別のご理解、ご支援を賜り、心より厚くお礼申し上げま

す。 
さて、平成１９年度から新たに取り組みをいたしました「ふるさと思いやり寄付」制度

による基金への寄付につきましては、多くの皆様からふるさと新得町を思われるお気持ち

と、たくさんのご寄付をいただき、これまでの総額は１０，７２３，０００円に達しまし

た。（平成２３年３月末現在） 
これもひとえに各位の本制度へのご理解、ご賛同をいただいた賜物と、改めて感謝を申

し上げます。 
お寄せいただきました浄財につきましては、その目的を達成すべく有効に活用させてい

ただきたいと考えておりますので、今後ともなお一層のご支援、ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 
なお、以下に平成２２年度の寄付の状況と平成２３年度の事業予定を報告させていただ

きます。 
 

平成２３年３月  
新得町長 浜 田 正 利 

 
１．寄付の状況 

平成２２年度「ふるさと思いやり基金」への寄付は、延べ１３件総額５６８，００

０円となりました。 
政策メニュー別では、「森林、水資源等環境保全に係る事業」に６件３６０，０００

円、「街並みの美化、景観形成等に係る事業」に２件３３，０００円、「指定なし」が

５件１７５，０００円となっております。 
地域別では、町内から３件９０，０００円、道内（町内を含まず）から２件５３，

０００円、道外から８件４２５，０００円となっております。 
また、東京ふるさと新得会では２件１５５，０００円、札幌ふるさと会では１件３，

０００円の寄付を賜りました。 
個人・団体別では、個人の方から１２件５３８，０００円、団体からは１件３０，

０００円となっております。 



（１）年度別寄付金額              （単位：件数＝件、金額＝円） 

森林、水資源等 

環境保全に係る 

事業 

街並みの美化、 

景観形成等に係 

る事業 

事業指定なし 合  計 
年  度 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

平成19年度 2 80,000 5 1,222,000 8 5,710,000 15 7,012,000 

平成20年度 5 123,000 0 0 8 2,150,000 13 2,273,000 

平成21年度 3 340,000 0 0 12 530,000 15 870,000 

平成22年度 6 360,000 2 33,000 5 175,000 13 568,000 

合  計 16 903,000 7 1,255,000 33 8,565,000 56 10,723,000 

 

（２）事業の指定がない寄付金について、町長が事業を指定したもの 

（単位：件数＝件、金額＝円） 

  

事業指定なし 森林、水資源等環境保 

全に係る事業に指定 

街並みの美化、景観形 

成等に係る事業に指定 
年  度 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

備  考 

平成19年度 8 5,710,000 0 0 8 5,710,000  

平成20年度 8 2,150,000 1 1,000,000 8 1,150,000 １件使途分割 

平成21年度 12 530,000 1 100,000 11 430,000  

平成22年度 5 175,000 0 0 5 175,000  

合  計 33 8,565,000 2 1,100,000 32 7,465,000 １件使途分割 

 

（３）ふるさと思いやり基金の状況                     （円） 

充当の状況 

森林、水資源等環境保全に係る事業 街並みの美化、景観形成等に係る事業 年  度 寄付額 

寄付額 取崩額 残 額 寄付額 取崩額 残 額 

基金利子 

基金の 

年度末残高 

平成19年度 7,012,000 80,000         0 80,000 6,932,000 0 6,932,000 0 7,012,000 

平成20年度 2,273,000 1,123,000         0 1,203,000 1,150,000 1,232,000 6,850,000 30,000 8,083,000 

平成21年度 870,000 440,000         0 1,643,000 430,000 1,000,000 6,280,000 31,000 7,984,000 

平成22年度 568,000 360,000         0 2,003,000 208,000 500,000 5,988,000 17,000 8,069,000 

合  計 10,723,000 2,003,000         0  8,720,000 2,732,000  78,000  



２．平成２２年度寄付の受け入れ状況 

（１）地域別データ               （単位：件数＝件、金額＝円） 

森林、水資源等環境 

保全に係る事業 

街並みの美化、景観 

形成等に係る事業 
事業指定なし 合 計 

 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

新得町 1 50,000 0 0 2 40,000 3 90,000 

道 内 

（新得町除く） 
1 50,000 1 3,000 0 0 2 53,000 

全 国 4 260,000 1 30,000 3 135,000 8 425,000 

 東京都 2 130,000 1 30,000 0 0 3 160,000 

 千葉県 0 0 0 0 2 85,000 2 85,000 

 埼玉県 1 100,000 0 0 0 0 1 100,000 

 兵庫県 1 30,000 0 0 0 0 1 30,000 

 宮崎県 0 0 0 0 1 50,000 1 50,000 

合 計 6 360,000 2 33,000 5 175,000 13 568,000 

 

 

（２）個人・団体別データ             （単位：件数＝件、金額＝円） 

森林、水資源等環境 

保全に係る事業 

街並みの美化、景観 

形成等に係る事業 
事業指定なし 合 計 

 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

個 人 6 360,000 2 33,000 4 145,000 12 538,000 

 東京新得会 1 100,000 0 0 1 55,000 2 155,000 

 札幌新得会 0 0 1 3,000 0 0 1 3,000 

団 体 0 0 0 0 1 30,000 1 30,000 

 東京新得会 0 0 0 0 0 0 0 0 

 札幌新得会 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 6 360,000 2 33,000 5 175,000 13 568,000 

 

 

 

 



（３）個人の寄付者の方々 

 

匿     名    北海道上川郡新得町 
匿     名    千葉県柏市 
飯 塚 ちどり 様  北海道札幌市 
匿     名    兵庫県宝塚市 
加 藤 一 美 様  北海道上川郡新得町 
吉 尾 公 孝 様  北海道札幌市 
沢 口 忠 義 様  宮崎県日南市 
湯 澤 勝 信 様  東京都中央区 
匿     名    千葉県佐倉市 
久 保 正 行 様  埼玉県川口市 
斉 藤 達 也 様  東京都大田区 
上 家 和 子 様  東京都港区 

※氏名等の個人情報の掲載につきましては、ご本人に了解を得ております。 

氏名等の公開を希望されていない方につきましては、「匿名」で掲載しています。 

寄付金額につきましては、掲載しておりませんのでご了承願います。 

 

（４）団体の寄付者の方々 

 

新得温泉ホテル 様  北海道上川郡新得町 
※寄付団体の掲載につきましては、団体の了解を得ております。 

寄付金額につきましては、掲載しておりませんのでご了承願います。 

 

（５）寄付者からのメッセージ 

◯大正 13年に新得村に生まれ、昭和 22年まで、よく遊び、よく学び、育んでいただいた懐かし

い故郷、あれから 60 余年の時が移り、今改めて感謝を申し上げます。故仲田市太郎が植林事

業に熱心でした。僅かですが、森林保全事業の一部として役立てて頂けましたら幸いです。 

○町内会、資源ごみ回収でお世話になりました。環境事業に使ってください。 

○毎年数回、夏山登山とスキーで訪ねています。大雪、日高山系の自然を守る新得町を応援して

います。いつも送られてくる町の広報誌も拝見して、懐かしく思っています。 

 

 



３．寄付による事業の実施状況 

（１）平成２２年度の事業 

 「街並みの美化、景観形成等に係る事業」として、基金の一部を処分し、並木づくりの

ための植裁を実施しました。 

 ①事業内容 

  植裁日時：平成２２年１１月２日（木）１０：４０～ 

  植裁場所：佐幌川公園内 

  植裁本数：ヤマモミジ３０本 

  参 加 者：新得町内の小学校１年生４６人 

       ふるさと思いやり基金にご寄付いただいた方 

 ②寄付金充当額 

  いただいたご寄付のうち、苗木代として500,000円を活用させていただきました。 

 ③植裁の様子 

開会式 植裁方法の説明 

トムラウシ小学校１年生とご寄付をいただいた方 新得小学校１年生 



（２）平成２３年度の事業予定 

 いただいたご寄付を充てて、平成２３年度中に実施を予定している事業は次のとおりで

す。 
○植裁事業 
①事業内容（予定） 
 植裁時期：１１月上旬 
 植裁場所：佐幌１号線 
 植裁本数：イチョウ３０本 
 参 加 者：新得町内の小学校１年生 
      ふるさと思いやり基金にご寄付いただいた方 
②寄付金充当予定額 
 いただいたご寄付のうち、５００，０００円を苗木代として活用させていただく予定

です。 
 

（３）これまでに実施した事業一覧 

年  度 事業内容 寄付金活用額 

平成20年度 屈足西１線植裁事業 アズキナシ50本 1,232,000 

屈足西１線植裁事業 アズキナシ70本 750,000 
平成21年度 

開拓110周年記念植樹（二条公園） 桜15本 250,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ふるさと思いやり基金の概要 

 

１．ふるさと思いやり基金の目的 

豊かな自然環境の維持保全と資源を活かした町づくりを進めるにあたり、新得への想いをもち、

また共感する方々から寄付を受け、これを財源に特色あるふるさとづくりと協働の町づくりを目指

すことを目的としています。 

 

 

２．寄付の使い道 

お寄せいただいた寄附金は、次の事業に使われます。 

（１）森林、水資源等環境保全事業 

（２）街並みの美化、景観形成等に係る事業 

 

 

３．寄付の申し込み方 

（１）寄付をしようとする場合は、「寄付金申込書」を提出していただきますが、電話、ＦＡＸ、

Ｅメールでご連絡ください。（町ホームページからもダウンロードできます。） 

（２）寄付金の額（一口◯円）の設定はしておりません。 

（３）ご連絡があった後、当町から「案内文書」、「寄付申込書」、「払込取扱票」を郵送いたしま

す。 

（４）「寄付申込書」は記名押印のうえ、返信用封筒に入れてご返送ください。 

（５）申し込みの際は、事業を指定してください。なお、指定の無い場合は、新得町長が指定す

るものといたします。 

（６）寄付金の払い込みは、同封する「払込取扱票」に住所氏名を記載のうえ、お近くの郵便局

でお願いします。 

 

４．お問い合わせ先 

ふるさと思いやり基金に関するお問い合わせ先は次のとおりです。 

〒０８１－８５０１ 

北海道上川郡新得町３条南４丁目２６番地 

新得町役場地域戦略室地域戦略係 

ＴＥＬ：０１５６－６４－０５２１（内１４２） 

ＦＡＸ：０１５６－６４－４０１３ 

E-mail：chisen@town.shintoku.hokkaido.jp 

ふるさと思いやり基金については、新得町ホームページでもご覧いただけます。 

ホームページアドレス：http://www.shintoku-town.jp 



ふるさと思いやり寄付条例及び施行規則 

 

１．ふるさと思いやり寄付条例 

平成１９年３月１９日 

条例第３号 

（目的） 

第１条 この条例は、新得町のもつ豊かな自然環境を後世に継承していくとともに、秘めた資源を

活かしたまちづくりを進めるにあたり、ふるさと新得への想いをもち、また共感する人々からの

寄付金を財源に、その意志を具体化することによって特色あるふるさとづくりと協働のまちづく

りに資することを目的とする。 

 

（事業の区分） 

第２条 前条に規定する寄付者の社会的投資を具体化する事業は、次の各号のとおりとする。 

（１） 森林、水資源等環境保全に係る事業 

（２） 街並みの美化、景観の形成等に係る事業 

 

（基金の設置） 

第３条 前条に規定する事業に充てるため、寄付者から収受した寄付金を適正に管理運用するため

に、ふるさと思いやり基金（以下「基金」という。）を設置する。 

 

（寄付金の指定等） 

第４条 寄付者は第２条各号に規定する事業のうちから、自らの寄付金を財源として実施する事業

をあらかじめ指定できるものとする。 

２ この条例に基づいて収受した寄付金のうち、前項に規定する事業の指定がない寄付金について

は、まちづくりの課題に応じて、町長が事業を指定するものとする。 

３ 町長は、前項の指定を行った場合は、寄付者にその内容を報告しなければならない。 

 

（寄付者への配慮） 

第５条 町長は、基金の積み立て、管理及び処分、その他基金の運用に当たっては、寄付者の意向

が反映されるよう十分配慮しなければならない。 

２ 寄付者は、自らの意向により指定した事業に参加することができる。 

 

（基金への積み立て） 

第６条 基金として積み立てる額は、第４条の規定により寄付された寄付金の額及び基金から生じ

る収入をもってこれに充てる。 

 



（基金の管理） 

第７条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなけ

ればならない。 

 

（基金の収益処理） 

第８条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上し、この基金に繰り入れるも

のとする。 

 

（基金の処分） 

第９条 基金は、その設置の目的を達成するため、第２条各号に規定する事業に要する費用に充て

る場合に限り、その全部又は一部を処分することができる。 

 

（基金の繰替運用） 

第 10条 町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰り戻しの方法、期間及び利率を定

めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。 

 

（委任） 

第11条 この条例に定めるもののほか、基金の運用について必要な事項は、町長が別に定める。 

 

附 則 

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ふるさと思いやり寄付条例施行規則 

平成１９年３月３０日 

規則第１４号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、ふるさと思いやり寄付条例（平成１９年条例第３号。以下「条例」という。）

による基金の積み立て、管理、運用及び処分に関し必要な事項を定める。 

 

（寄付金の受入れ等） 

第２条 寄付金は、寄付の申し込み（様式第１号）又は募集により受け付けるものとする。 

２ 町長は、寄付の申し込み又は収受した寄付金が公序良俗に反するものと思料される場合は、受

け入れを拒否し、若しくは収受した寄付金を返還することができる。 

３ 町長は、前項に規定する取り扱いをした場合は、その決定の理由及び経過を記録しておかなけ

ればならない。 

 

（寄付金台帳の作成） 

第３条 町長は、寄付金の適正な管理を図るため、寄付金台帳（様式第２号）を作成しなければな

らない。 

２ 町長は、基金の全部又は一部を処分しようとするときは、処分の経過を記録しておかなければ

ならない。 

 

（寄付者への報告） 

第４条 町長は、条例第９条に規定する基金の処分を行った場合は、当該基金の事業への充当結果

を寄付者に報告しなければならない。 

 

（雑則） 

第５条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。 

 

附 則 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

様式 （省略） 


